
【概 要】

名 称：「気候変動に対応した花壇づくり講習会」

日 時：①令和7年（2025年）６月２日（月） 午前10時～12時

②令和7年（2025年）７月４日（金）午前９時半～１１時半

会 場：横浜市青葉区市ケ尾町1069－１ 市ケ尾町公園

講 師：永江晴子

趣 旨：公園愛護会活動において、温暖化の進展により夏場の花壇を美しく保つことが年々

難しくなり、水やり等の負担も大きくなってきている。その課題を克服すべく、

専門家を講師に迎え、多年草を活用した花壇づくりの講習会を実施した。

内 容：2回に分けて講習会を開催した。

第1回は、6月2日に、実際に多年草を植え付ける作業を中心に実施した。品種選び、

配置デザイン、植え付けの仕方、水やりの仕方、植え付け後1か月間のメンテナン

スのポイントなどを説明した。

第２回は、７月４日に、前半は夏以降の多年草メンテナンス全般について説明、後

半は公園内の他の花壇について講師が植栽をチェック、改善点を提案した。

参加人数：６月２日は、市ケ尾町公園愛護会員を含む、青葉区内の公園愛護会員約50名が

参加した。

７月４日は、市ケ尾町公園愛護会員を含む、青葉区内の公園愛護会員約25名

が参加した。

気候変動に対応した花壇づくり講習会
（市ケ尾町公園）

実施概要



第1回講習会（植え付け）
主な内容

〇講師：永江晴子

〇実施日時：6月2日（月）10：00～12：00

〇選定植物

※新たに植え付けた植物

・オミナエシ（15株）

・ルドベキア マキシマ（10株）

・へリオプシス ブリーディングハーツ（10株）

・ユーパトリウム 羽衣（4株）

・ユーフォルビア ウルフェニー（10株）

・アガパンサス ファイヤーワークス（10株）

・ヘレボラス オリエンタリス（13株）

・カレックス エヴァリロ（5株）

・ルドベキア ゴールドストーム（10株）

・アリウム サマービューティー（15株）

・バプティシア（黄色系）（10株）

※多年草は春の早い時期に咲く植物が少ないので、春咲き球根を入れるとよい。

事前に掘り上げたスイセン・テータテート、シラーも併せて植えた。

〇公園内からの移植＆株分け

・公園内で育っている植物の中から6種類を選抜、移植して有効活用した。

・アキレア（１５株）

・ミヤコワスレ（１０株）

・ユリオプスデージー（１株）

・クリーピングタイム（１５株）

・ローダンセマム（１０株）

・エキナセア（２株）

・日当たりのよくない場所から、日当たり・風通しの良い花壇へ移すことで生育がどうなるか

今後観察していく。

・ローダンセマムを例に実習

根を出来るだけ切らないよう、広めに掘り起こす。

株分けした苗は、根が切れて水分を吸収しづらくなっているので、葉を適量落として蒸散に

よる水分放出が多くならないよう、バランスをとる。

花やつぼみが付いていたら落とし、エネルギーを株の生育に集中させる。



〇苗を配置

・植物によって適当な株間は異なる。

ユーパトリウムとヘリオプシスは大きく育つので、株間は広めにとる。

・一年草だと平米当たり20～25株植えることが多いが、宿根草は平米8株弱を目安にすると

よい。

・計画図どおりに配置したうえで、植える前に植物同士の株間を目で見て微調整する。

〇植え付け

・購入苗の根が回っているときは、底のほうだけ少しほぐす。

・根の先端を少し切って、根張りを促進させる。

・土を掘るとき、移植ごては奥の方から垂直に振り下ろすと楽に掘れる。

・苗の株元が地表面と同じ高さになるようにする。高すぎても低すぎてもよくない。

・株元に土を盛って成長点を埋めてしまわないよう注意する。

〇マルチング

・はまっ子ユーキを、約17㎡に7袋（70㎏）使用した。

・マルチングは必須ではないが、効果はある。雑草の芽が出にくくなる。

強い日照りから根を守り、土壌を豊かにし、見た目も美しくなる。

雑草を防いだり保湿性を向上させるには、厚めに敷かないと効果は上がらない。

〇水やり

・花壇全体に5分くらいかけてたっぷり水やりし、それを2～３回繰り返す。

最初の1か月くらいは、1週間に1回、15分くらいかけて水やりする。

・1か月後からは、よく観察して葉が垂れてきたり、触ってしなっとなっていたら水切れのサ

インなので、水を欲しがった株にだけ水をあげる。植えた植物の中で水が好きな植物はヘリオ

プシスとユーパトリウム。また、移植した植物は根が切れているので、少し念入りに水やりを

行う。

〇初期除草

・ツユクサなど雑草は小さいうちから早めに除去する。

・7月後半くらいには宿根草が茂って土が見えなくなり、雑草は生えにくくなる。



第2回講習会
（メンテナンス＆ゾーニング）

主な内容

〇講師：永江晴子

〇実施日時：７月４日（金）９：３0～1１：３0

〇植え付けて1か月の花壇を観察した。

アガパンサス、オミナエシ、ヘリオプシス・ブリーディングハーツ、アキレアが開花し、

移植苗も含め、ほぼすべて順調に生育していることを皆で確認した。

〇メンテナンスのコツ

・初期除草：根を残すと再びはびこる雑草は多い。除草鎌を使って、根から掘り取る。

・花がら摘み：一年目は根張りが不十分なので、夏を乗り切るために花がらを落とす。

二年目以降は、花がらを摘むか、シードヘッドとして愛でるか、話し合って

決めるとよい。花が咲き終わったら、花芽が出ている上でカットする。

アガパンサスだと株元近くで花茎を切る。

・切り戻し：開港花壇はまだ切り戻しが必要な株は無い。茂りすぎていた近くのチェリーセー

ジで、枝を減らし風通しをよくする製枝と、高さを調整する切り戻しの2通りの

実習をした。

・株分けは、11月～2月が適期、移植・植え付けは11月～1月が適期となる。

・スプリングカットバック：落葉性の宿根草は春の芽吹きを促すため、1～3月の適期に地際

で切り戻す。

〇公園内のほかの花壇について、環境と植栽をチェックし、講師から改善策の提案を受けた。

・植物は、それぞれに生育に適した環境が異なるので、植える場所の環境を理解して、適した

植物を植える。植物は本来の生育力を発揮して、より健康に育ち、手間がかかりにくくなる。

・エリア１：スイセンの面積が広く、花の咲く春先以外の季節は、ポッカリ穴が空いてしまう。

球根を掘り上げてスイセンの面積を減らし、日なた向きの宿根草を移植で植え付

け、春以外の季節の華やぎを足していくのはどうか。

・エリア２：現状はチューリップ、オルレアなど春の花に偏っている。入り口近くの花壇なの

で、年間を通して美しい花壇にしたい。

また水栓から遠く、頻繁に水やりを要する植物は避けたい。夏から冬にかけて開

花する花木や、乾燥に強い多年草を園内から移植するなどはどうか。



・エリア３：適度な木陰でゼラニウムがきれいに咲いており、エリアに全面展開してはどう

か。オオバンソウは別の場所で増やし、エントランスの夏を華やかにすること

などに使ってもよいのではないか。

・エリア４：半日陰で斜面を背景に緑量が多く、一年草を植えても目立たない。ベンチに座る

と背中側に花があるのでもったいない。エリア1のニホンズイセンを分球して植

え付け、新梢咲のアジサイをその間に植えるのはどうか。新梢咲だと冬にカット

バックできるので、ササの侵入を防ぎやすい。

・エリア５：東屋に近い半日かげ花壇。現状の植栽を活かし宿根草のシェードガーデンにする

か、オオバンソウの育苗スペースとしても活用するのもよい。



記録写真

＜2025年4月22日＞

＜2025年6月2日＞

公園内の数か所で、愛護会の皆さんが
苗を持ち寄って花壇づくりをしてきた。
新たに植栽する場所を検討した。

エントランスに近い花壇を、多年草
中心の花壇にリニューアルすること
に決めた。

環境活動事業課が土壌改良を実施、丸
太材で足場を設置した。

講師が、園内で掘り上げた植物から、
株分けによって移植用の苗を作る方法
を参加者に伝えた。

新たに購入した多年草17種、107ポッ
トが勢ぞろいした。

園内のほかの花壇から掘り上げた苗
53ポットは、移植して有効活用した。



記録写真

＜2025年6月2日（つづき）＞

青葉区の他の愛護会からも希望者を募
り、計50名近くの参加者があった。

約160ポットの花苗を、メンテナンス
を担う市ケ尾町公園愛護会の皆さん
が、全員で植え付けた。

移植ごては写真のように握る。垂直に
振り下ろすと、植え穴を掘る作業が楽
になり効率が上がる。

地表面とフラットに、苗を植え付ける。
株元の成長点は埋めないように注意す
る。

水やりの仕方などについて、他の愛護
会参加者からも質問が寄せられた。

はまっ子ユーキでマルチングし、最後
にたっぷりと水やりをした。水やりは
1周5分かけて2～3周するとよい。



記録写真

＜2025年7月4日＞

植え付けから1か月たった多年草、公
園内からの移植した株も含め、順調に
生育していた。

まず花壇の植物をみんなで観察した。
アガパンサスやオミナエシが開花し
ていた。

初期除草が重要となる。ツユクサなど
を除草鎌を使って根から掘り取る。
植えた多年草を間違って抜かないよう
に注意する。

繁茂したチェリーセージで切り戻しの
実習をした。

気温はこの日30度を超えた。熱中症
対策をしながら講習を行った。

公園内の別の花壇から移植したノコギリ
ソウも花をつけていた。



記録写真

＜2025年7月4日（つづき）＞

ゾーニングや適地適草の考え方を学ぶ。
エリア１：スイセンの開花後に、広い
面積が空いてしまうのが課題である。

エリア２：公園入口の景観なので大
切にしたい。春は華やかだが、その
あとが続かないのが課題である。

エリア３：ゼラニウムの生育が良いた
め、その列植を伸ばし景色を作ってい
くのがいいのではないか。

エリア４：広い敷地に一年草が華やか
だが、ベンチの後ろなのでもったいな
く感じる。球根や花木を活用するとよ
い。

公園の花壇をどのようにステキにして
いくか、これからますます楽しみとの
感想があった。

エリア５：半日陰の環境が好きな植物
を集めるシェードガーデンの場所とし
て適している。



配布資料

＜6月2日配布＞ ①



②



③



④



⑤



⑥市ケ尾町公園・開港花壇
植栽平面図



⑦



宿根草の１年間1

落葉性宿根草を想定した管理スケジュールです。

植付けは11-2月までに完了すると、春以降の生育がスムーズになります。遅くても4月までには完了させましょう。

施肥は鶏糞ベースのNPK等量の有機質固形肥料を株元に一握り、春と冬に1回ずつ行います。

灌水は植え付け直後はしっかりと。1カ月間は週１回ペース。それ以降は葉がしおれ始める頃にしっかり灌水を行いましょう。

レイアウト変更を開花中もしくは花芽が上がっている株で行う場合は、地上部を約半分カットして行います。作業後はしっかり灌水しましょう（その後の灌水方法は上記と同様）

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

植付け

初期除草

切り戻し・整枝

施肥

株分け

花がら摘み
（必要に応じて）

レイアウト変更

移植・植付け

スプリングカットバック

春 冬秋夏

芽出し肥芽出し肥 寒肥寒肥
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⑧宿根草花壇の管理スケジュール



⑨宿根草の紹介



＜7月4日配布＞

①切り戻しのポイント



②ゾーニング検討資料
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